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来
年
４
月
10
日
投
票
で
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
の
前

半
戦
（
大
阪
府
議
と
政
令
市
議
）
が
、
４
月
24
日
投

票
で
後
半
戦
（
一
般
市
議
、
町
村
議
）
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

自
公
政
権
か
ら
民
主
党
政
権
に
変
わ
っ
て
も
政
治

の
中
身
は
一
向
に
変
わ
ら
ず
、
国
民
の
新
し
い
政
治

へ
の
探
求
が
続
き
、
切
実
な
要
求
が
渦
巻
く
な
か

で
、
住
民
に
身
近
な
地
方
自
治
体
の
役
割
、
地
方
議

会
と
議
員
の
役
割
が
か
つ
て
な
く
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
、
全
国
以
上
に
深
刻
な
府
民

の
暮
ら
し
と
大
阪
経
済
の
危
機
の
も
と
で
、
ど
う
す

れ
ば
福
祉
や
教
育
、
文
化
な
ど
の
府
民
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
し
、
苦
境
の
な
か
に
あ
る
中
小
企
業
の
経
営
を

守
り
大
阪
経
済
を
再
建
で
き
る
の
か
が
問
わ
れ
る
重

要
な
選
挙
で
す
。

　

ま
た
、
民
主
党
政
権
が
「
地
域
主
権
改
革
」
の
名

で
、
自
公
政
権
以
上
に
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
地
方

自
治
体
の
機
能
と
役
割
を
弱
め
よ
う
と
し
て
い
る
も

と
で
、
地
方
自
治
を
守
り
、
拡
充
す
る
こ
と
が
問
わ

れ
る
選
挙
で
も
あ
り
ま
す
。
橋
下
知
事
自
身
が
代
表

と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
地
域
政
党
・
大
阪
維
新
の
会

は
、
大
阪
市
の
解
体
を
中
心
と
す
る
大
阪
都
構
想
を

提
案
。
府
議
会
と
大
阪
・
堺
市
議
会
で
過
半
数
の
議

席
獲
得
を
ね
ら
う
と
と
も
に
、
さ
ら
に
関
西
州
を
展

望
し
て
大
阪
府
の
解
体
ま
で
主
張
し
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
大
阪
の
将
来
が
か
か
っ
た
選
挙
で
す
。

　

一
向
に
よ
く
な
ら
な
い
景
気
や
暮
ら
し
へ
の
不
満

か
ら
、
少
な
く
な
い
府
民
が
橋
下
知
事
に
期
待
を
寄

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
を
め
ぐ
る
情
勢
と
た
た
か
い
の
方
向

は
じ
め
に

２
０
１
０
年
11
月
４
日　

日
本
共
産
党
大
阪
府
常
任
委
員
会

せ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
し
か
し
、
知
事
と
維
新

の
会
が
進
め
よ
う
と
す
る
方
向
は
、「
住
民
の
福
祉

の
増
進
」（
地
方
自
治
法
）
と
い
う
地
方
自
治
体
の

責
任
を
投
げ
捨
て
る
と
と
も
に
、
府
政
に
対
す
る
議

会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
弱
め
て
、
地
方
自
治
体
を
大

企
業
が
稼
ぐ
場
に
つ
く
り
か
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
そ
れ
は
、
民
主
党
政
権
が
進
め
る
地
方
自
治
を

壊
す
政
治
を
先
取
り
す
る
方
向
で
あ
り
、「
政
治
を

変
え
た
い
、
暮
ら
し
と
景
気
を
よ
く
し
た
い
」
と
い

　

「
給
料
が
少
な
く
て
結
婚
も
で
き
な
い
」、「
い
つ

店
を
閉
め
な
あ
か
ん
か
わ
か
ら
ん
」、
府
民
の
暮
ら

し
、
商
店
街
や
町
工
場
の
営
業
は
深
刻
な
危
機
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
大
阪
の
危
機
は
全
国
的
に
み
て
も

深
刻
で
、
し
か
も
長
期
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
大
阪

国
税
局
管
内
で
働
く
民
間
労
働
者
の
４
人
に
１
人
が

年
収
２
０
０
万
円
以
下
と
な
り
、
生
活
保
護
率
は
４

・
３
％
と
全
国
最
高
で
、
国
民
健
康
保
険
料
滞
納
者

は
37
万
人
、
滞
納
率
は
約
25
％
に
及
ん
で
い
ま
す
。

中
小
商
工
業
者
の
倒
産
・
廃
業
も
相
次
ぎ
、
府
内
事

業
所
数
は
２
０
０
６
年
ま
で
の
５
年
間
に
約
５
万
４

千
カ
所
減
り
、
減
少
率
は
全
国
最
高
の
11
・
４
％
。

約
28
万
人
も
の
雇
用
の
場
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
ど
う

し
て
、
こ
ん
な
事
態
に
な
っ
た
の
か
の
解
明
が
必
要

で
す
。

　

大
企
業
を
中
心
に
、
リ
ス
ト
ラ
や
正
社
員
の
非
正

規
へ
の
置
き
換
え
、
下
請
業
者
に
対
す
る
発
注
単
価

の
切
り
下
げ
な
ど
、「
国
際
競
争
力
の
強
化
」
の
名

で
国
民
と
中
小
業
者
を
犠
牲
に
し
た
コ
ス
ト
削
減
が

す
す
め
ら
れ
、
そ
の
う
え
企
業
の
管
理
・
中
枢
機
能

の
東
京
移
転
、
生
産
拠
点
の
ア
ジ
ア
移
転
で
、
経
済

の
空
洞
化
を
深
刻
に
し
ま
し
た
。
政
府
は
、
こ
う
し

た
大
企
業
の
や
り
方
を
規
制
す
る
ど
こ
ろ
か
、
優
遇

税
制
や
派
遣
労
働
の
原
則
自
由
化
な
ど
で
大
企
業
を

支
援
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
資
本
金
10
億
円
以
上

の
企
業
の
内
部
留
保
は
２
０
０
７
年
ま
で
の
10
年
間

に
１
・
６
倍
の
２
２
９
兆
円
に
増
加
、
さ
ら
に
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
も
２
４
４
兆
円
に
ま
で
膨
張
す
る

な
ど
、
大
企
業
が
巨
額
の
利
益
を
た
め
込
む
一
方

で
、
国
民
の
く
ら
し
と
中
小
企
業
の
経
営
は
い
っ
そ

う
悪
化
し
ま
し
た
。

　

大
阪
府
や
市
も
ま
た
、
暮
ら
し
を
守
る
地
方
自
治

体
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
歴
代

の
大
阪
府
知
事
・
大
阪
市
長
と
そ
れ
を
支
え
て
き
た

自
民
、
公
明
、
民
主
の
「
オ
ー
ル
与
党
」
は
、
財
政

危
機
を
理
由
に
府
民
施
策
切
り
捨
て
を
推
進
し
、
老

⑴ �

元
気
な
大
阪
へ
、
く
ら
し
と
中
小
企
業
を
直
接
あ

た
た
め
、
府
民
の
期
待
に
こ
た
え
る
府
政
と
府
議

会
を
つ
く
り
ま
す―

―
日
本
共
産
党
の
提
案

①
く
ら
し
と
経
済
再
生
の
方
向
は
ど
こ
に
？

②�

福
祉
・
教
育
の
充
実
な
ど
、
く
ら
し
と
中
小
企
業

　

直
接
あ
た
た
め
、
大
阪
経
済
の
再
生
め
ざ
す

　

日
本
共
産
党
の
提
案

　

大
阪
経
済
再
生
の
決
め
手
は
、
８
８
０
万
府
民
の

生
活
の
向
上
で
消
費
を
生
み
出
し
、
全
国
に
誇
る
技

術
水
準
・
規
模
の
中
小
企
業
の
集
積
を
生
か
す
方
向

で
す
。
い
ま
ま
で
の
府
市
政
は
、「
大
企
業
を
誘
致

し
て
…
」「
大
企
業
が
儲
か
れ
ば
…
」
と
、
そ
の

「
波
及
効
果
」
頼
み
の
や
り
方
に
終
始
し
、
結
局
大

失
敗
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま
こ
そ
経
済
政
策
を
大
本

か
ら
転
換
し
、
家
計
と
中
小
企
業
を
直
接
応
援
す
る

こ
と
以
外
に
、
大
阪
経
済
の
再
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
ま
橋
下
知
事
と
自
民
党
な
ど
も
、「
都
道
府
県

は
時
代
遅
れ
」
と
ば
か
り
に
、
道
州
制
の
導
入
に
躍

起
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
大
阪
府
に
は
、
①
福

祉
、
教
育
、
医
療
な
ど
、
府
民
生
活
に
直
接
責
任
を

持
つ
、
②
商
工
業
、
農
林
漁
業
な
ど
の
産
業
施
策
、

環
境
、
防
災
、
河
川
や
道
路
な
ど
の
整
備
や
更
新
、

高
度
専
門
医
療
、
研
究
・
調
査
、
大
学
な
ど
、
広
域

的
・
専
門
的
な
施
策
を
行
う
、
③
こ
ど
も
医
療
費
助

成
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
町
村
間
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
格
差
を
是
正
し
、
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
市
町

村
を
応
援
す
る―

―

こ
う
し
た
大
き
な
役
割
が
あ
り

ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
こ
う
し
た
地
方
自
治
体
本
来
の
役

う
府
民
の
願
い
と
相
容
れ
な
い
も
の
だ
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
は
、
党
の
綱
領
に
「『
住
民
が
主
人

公
』
を
貫
き
、
住
民
の
利
益
へ
の
奉
仕
を
最
優
先
の

課
題
と
す
る
地
方
自
治
を
確
立
す
る
」
こ
と
を
掲
げ

る
党
と
し
て
、「
改
革
」
を
装
い
な
が
ら
、
府
民
の

暮
ら
し
と
大
阪
経
済
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
、
地
方
自

治
を
破
壊
す
る
逆
流
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
ま

す
。
憲
法
の
精
神
に
立
っ
た
地
方
自
治
の
拡
充
の
旗

を
高
く
掲
げ
、
大
阪
に
本
当
の
地
方
自
治
を
取
り
も

ど
す
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

人
医
療
費
助
成
の
事
実
上
の
廃
止
や
中
小
企
業
予

算
、
身
近
な
公
共
事
業
予
算
の
削
減
な
ど
、
府
民
生

活
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
道
を
す
す
め
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、「
内
外
の
大
企
業
を
呼
び
込
め
ば
、
そ

の
波
及
効
果
で
雇
用
も
中
小
企
業
の
仕
事
も
税
収
も

増
え
る
」
と
、
ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
や
、
関
空
二
期
事

業
、
高
速
道
路
、
ス
ー
パ
ー
中
枢
港
湾
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
巨
額
の
企
業
誘
致
補
助
金
に
多
額
の
税

金
を
投
入
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
や
り
方
は
無

残
に
失
敗
し
、
莫
大
な
借
金
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。

大
阪
活
性
化
の
カ
ギ
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
関
西
空
港

が
開
港
し
た
１
９
９
４
年
か
ら
２
０
０
８
年
ま
で
の

間
に
、
府
内
総
生
産
は
41
兆
円
か
ら
38
兆
円
に
、
逆

に
３
兆
円
も
減
少
し
た
の
で
す
。



割
を
発
揮
し
、
府
民
の
く
ら
し
と
地
域
経
済
の
主
役

で
あ
る
中
小
企
業
を
直
接
応
援
す
る
方
向
に
政
策
を

転
換
す
る
こ
と
で
、
く
ら
し
と
大
阪
経
済
の
再
生
、

地
方
自
治
の
拡
充
へ
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

（
ア
）�

福
祉
、
医
療
、
子
育
て
支
援
、
教
育
を
充
実

し
ま
す

　

福
祉
、
医
療
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
分
野
は
、
府

民
の
将
来
不
安
を
解
消
し
、
家
計
を
温
め
る
う
え
で

も
、
少
子
化
を
克
服
し
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
う
え
で
も
、
ま
た
雇
用
を
増
や
す
点
か
ら
も
、

大
阪
経
済
の
成
長
に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
日
本
共
産
党
は
、
医
療
費
助
成
制
度
の
充
実
、

介
護
保
険
料
・
利
用
料
減
免
制
度
の
充
実
、
国
保
料

の
引
き
下
げ
、
救
命
救
急
医
療
の
充
実
、
保
育
所
待

機
児
童
の
解
消
な
ど
を
、
大
阪
府
と
市
町
村
の
協
力

で
す
す
め
ま
す
。

　

ま
た
、
橋
下
知
事
が
す
す
め
る
行
過
ぎ
た
競
争
教

育
を
見
直
し
、
憲
法
と
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
生
か

し
て
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
発
達
を
保

障
す
る
教
育
へ
転
換
し
ま
す
。
少
人
数
学
級
を
小
中

学
校
全
学
年
に
広
げ
、
正
規
の
教
職
員
の
配
置
を
増

や
す
な
ど
の
教
育
条
件
の
整
備
を
行
い
、
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
に
基
礎
的
な
学
力
を
保
障
し
ま
す
。
高

校
授
業
料
無
償
化
を
拡
大
し
、
私
学
助
成
を
拡
充
し

ま
す
。

（
イ
）
中
小
企
業
へ
の
経
営
支
援
を
強
め
ま
す

　

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
を
生
か
し
て
、
大
阪
府

独
自
の
公
的
融
資
の
充
実
や
、
新
製
品
や
新
し
い
加

工
技
術
の
開
発
の
た
め
に
、
大
学
等
の
研
究
機
関
と

の
連
携
や
販
路
拡
大
の
支
援
を
強
め
る
こ
と
な
ど
、

府
内
中
小
企
業
へ
の
直
接
の
支
援
を
強
め
ま
す
。

　

新
規
に
正
規
社
員
を
雇
用
し
た
中
小
企
業
を
支
援

し
ま
す
。
ま
た
、
37
河
川
の
安
心
川
づ
く
り
事
業
、

高
齢
者
の
住
宅
改
造
事
業
の
復
活
、
住
宅
の
耐
震
補

強
工
事
や
太
陽
光
発
電
に
対
す
る
補
助
制
度
の
改

善
、
都
市
近
郊
農
林
漁
業
の
振
興
、
地
産
地
消
の
促

進
、
介
護
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
防

災
、
環
境
・
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
な
ど
、
府
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
産
業
の
振
興
を
図
り
中
小
企
業
の

仕
事
を
増
や
し
ま
す
。

　

仕
事
が
急
減
し
た
製
造
業
者
に
対
し
て
は
、
貸
し

工
場
の
家
賃
な
ど
、
固
定
費
を
軽
減
す
る
措
置
を
国

と
大
企
業
の
負
担
で
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

大
阪
府
と
し
て
、
市
町
村
と
協
力
し
、
休
止
し
て
い

る
工
場
の
固
定
資
産
税
等
を
軽
減
す
る
な
ど
町
工
場

を
守
り
ま
す
。

（
ウ
）�

在
阪
大
企
業
の
力
を
大
阪
再
生
に
生
か
し
ま

す

　

本
社
機
能
の
東
京
移
転
が
進
ん
で
も
、
今
な
お
大

阪
に
は
１
１
８
社
も
の
資
本
金
１
０
０
億
円
以
上
の

大
企
業
の
本
社
が
あ
り
、
内
部
留
保
（
利
益
の
た
め

込
み
）
は
25
兆
６
５
０
０
億
円
と
十
分
な
体
力
を
持

ち
、
大
阪
経
済
の
な
か
で
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
、「
非
正
規
切
り
」
を
や
め
て
「
正

社
員
化
」
を
進
め
る
こ
と
や
、
単
価
の
切
り
下
げ
、

突
然
の
契
約
打
ち
切
り
・
削
減
な
ど
の
下
請
け
企
業

い
じ
め
を
や
め
て
中
小
企
業
の
経
営
を
守
る
こ
と
な

ど
、
大
企
業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と

を
求
め
ま
す
。
と
く
に
誘
致
補
助
金
の
支
出
や
税
減

免
な
ど
を
行
っ
て
い
る
企
業
に
対
し
て
は
、
正
規
雇

用
の
拡
大
や
府
内
中
小
企
業
と
の
取
引
を
義
務
づ

け
、
多
額
（
最
高
１
５
０
億
円
）
の
補
助
額
も
見
直

し
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
な
生
産
拠
点
の
移
転
計
画

に
際
し
て
は
、
事
前
に
大
阪
府
と
協
議
を
行
う
条
例

を
制
定
し
、
こ
れ
以
上
の
大
阪
経
済
の
空
洞
化
に
歯

止
め
を
か
け
る
努
力
を
求
め
ま
す
。

（
エ
）�

優
れ
た
歴
史
遺
産
や
伝
統
文
化
・
芸
能
、
学

術
・
文
化
の
蓄
積
を
生
か
し
、発
展
さ
せ
ま
す

　

大
阪
城
や
四
天
王
寺
、
難
波
の
宮
や
府
内
全
域
の

歴
史
遺
産
、
西
鶴
な
ど
の
上
方
文
学
、
歌
舞
伎
、
文

楽
な
ど
古
典
・
郷
土
芸
能
、
漫
才
や
落
語
な
ど
の
大

衆
芸
能
、〝
食
い
倒
れ
〟
の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
豊

か
な
食
文
化
な
ど
は
大
き
な
魅
力
で
あ
り
、
最
近
は

ア
ジ
ア
各
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
大
阪
を
訪
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
阪
大
学
、
市
立
大
学
、
府
立
大
学
の
３

つ
の
国
公
立
総
合
大
学
や
各
種
の
博
物
館
や
資
料
館

も
優
れ
た
実
績
を
残
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
官
民
の

研
究
機
関
の
集
積
も
大
阪
の
大
き
な
強
み
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
間
、
橋
下
知
事
が
や
っ
て
き
た
こ

と
は
、
各
種
学
術
文
化
施
設
の
廃
止
や
補
助
金
の
削

減
、
府
立
大
学
の
「
再
編
」
押
し
つ
け
な
ど
、
こ
の

魅
力
を
台
無
し
に
す
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
り
、「
大

阪
再
生
」
に
真
っ
向
か
ら
逆
行
し
ま
す
。
日
本
共
産

党
は
、
こ
う
し
た
や
り
方
に
反
対
し
、
歴
史
と
文

化
、
教
育
・
学
術
・
研
究
機
関
を
充
実
し
ま
す
。
観

光
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
学
術
な
ど
、
世
界
か
ら
多
く
の
人

々
が
訪
れ
る
賑
わ
い
の
あ
る
大
阪
を
つ
く
り
ま
す
。

（
オ
）�

国
に
財
源
保
障
を
求
め
、
府
政
か
ら
ム
ダ
遣

い
な
く
し
、
財
政
再
建
を
す
す
め
ま
す

　

府
民
の
く
ら
し
を
応
援
す
る
た
め
に
は
、
大
阪
府

な
ど
都
道
府
県
に
安
定
し
た
財
源
が
必
要
な
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
国
に
対
し
、
都
道
府
県

が
広
域
自
治
体
と
し
て
、
く
ら
し
や
教
育
、
社
会
保

障
の
充
実
、
産
業
振
興
、
環
境
保
全
な
ど
必
要
な
施

策
を
行
え
る
よ
う
に
財
源
を
保
障
す
る
こ
と
を
求
め

ま
す
。
ま
た
、
橋
下
府
政
が
す
す
め
て
い
る
、
７
５

０
億
円
赤
字
の
箕
面
森
町
建
設
や
府
庁
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移

転
な
ど
、
ム
ダ
遣
い
は
一
掃
し
ま
す
。
不
必
要
な
同

和
行
政
や
外
郭
団
体
な
ど
を
見
直
し
、
府
民
向
け
施

策
を
継
続
・
充
実
す
る
た
め
の
財
源
確
保
に
全
力
を

あ
げ
、
府
民
の
た
め
の
財
政
再
建
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
カ
）�

住
民
自
治
を
拡
充
す
る
議
会
改
革
を
す
す
め

ま
す

　

知
事
や
役
所
と
議
員
と
の
癒
着
な
ど
、
日
本
共
産

党
以
外
の
自
民
、
公
明
、
民
主
な
ど
の
「
オ
ー
ル
与

党
」
議
員
の
あ
り
方
が
議
会
・
議
員
へ
の
不
信
を
招

い
て
き
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
引
き
続
き
、
府

民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
改
革
の
先
頭
に
立
っ
て
が
ん

ば
り
ま
す
。

　

多
様
な
府
民
の
声
を
府
政
か
ら
遠
ざ
け
、
特
定
政

党
・
会
派
が
議
席
を
独
占
す
る
府
議
会
議
員
定
数
の

削
減
や
小
選
挙
区
（
１
人
区
・
２
人
区
）
の
増
加
に

反
対
し
ま
す
。
議
員
報
酬
は
、
府
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
引
き
下
げ
ま
す
。
ま
た
、
府
民
か
ら
「
議

員
特
権
」
と
批
判
の
あ
る
も
の
は
、
厳
し
く
精
査
し

て
一
掃
し
ま
す
。
府
政
と
府
議
会
を
身
近
な
も
の
に

す
る
よ
う
に
、
府
内
各
地
で
、
知
事
や
副
知
事
な
ど

全
会
派
が
参
加
し
て
、
参
加
者
が
自
由
に
意
見
の
言

え
る
「
府
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
仮
称
）」
を
定
期
的
に

⑵ �

橋
下
知
事
と
維
新
の
会
め
ざ
す
危
険
な
方
向
と
狙
い

　

��―
―

住
民
福
祉
を
切
り
捨
て
、「
大
企
業
に
儲
け
て
も

ら
う
」機
関
に
大
阪
府
を
変
質
さ
せ
る「
橋
下
改
革
」

イ
メ
ー
ジ
は「
斬
新
」で
も
、中
身
は「
古
い
」政
治
の
継
続

�

…
橋
下
府
政
の
２
年
半

　

２
０
０
８
年
２
月
に
就
任
し
た
橋
下
知
事
の
初
仕

事
は
、「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
し
、
高
齢

者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
医
療

費
助
成
（
福
祉
４
医
療
助
成
）
の
削
減
、
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
や
障
害
者
作
業
所
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ

の
運
営
補
助
廃
止
、
35
人
学
級
の
廃
止
や
私
学
助
成

の
削
減
、
商
店
街
支
援
の
削
減
な
ど
府
民
向
け
施
策

を
軒
並
み
切
り
捨
て
る
「
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
試

案
」
を
発
表
し
た
こ
と
で
し
た
。

　

「
財
政
危
機
」
を
理
由
に
府
民
サ
ー
ビ
ス
を
真
っ

先
に
切
り
捨
て
る
や
り
方
は
、
歴
代
の
「
オ
ー
ル
与

党
」
府
政
の
や
り
方
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。
今
度

発
表
し
た
「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」
で
は
、
障
害

者
作
業
所
や
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
の
府
の
補
助
の

廃
止
や
府
営
住
宅
の
半
減
、
中
小
業
者
向
け
制
度
融

資
か
ら
の
全
面
撤
退
な
ど
、
府
民
施
策
の
切
り
捨
て

路
線
を
さ
ら
に
徹
底
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
一
方
で
「
聖
域
な
し
に
ム
ダ
を
見
直
す
」
と
公

約
し
て
お
き
な
が
ら
、
不
要
不
急
の
大
型
開
発
の
見

直
し
は
わ
ず
か
で
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
に
す
す
め

て
い
ま
す
。

　

世
論
調
査
で
は
高
い
支
持
率
を
誇
る
橋
下
知
事
で

す
が
、
府
民
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
な
ど
個
々
の
政

策
は
府
民
の
大
き
な
反
撃
に
直
面
し
、「
政
策
が
い

い
」
と
橋
下
氏
を
支
持
し
て
い
る
人
は
わ
ず
か
に
５

％
で
す
。
な
に
よ
り
一
向
に
府
民
生
活
も
大
阪
経
済

の
改
善
も
見
ら
れ
ず
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
無
批
判
な
持

ち
上
げ
を
反
省
す
る
論
調
も
出
始
め
ま
し
た
。

開
催
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

問
題
を
、「
大
阪
府
と
大
阪
市
の
二
重
行
政
」
に
す
り
替
え
、

「
一
つ
の
財
布
」「
一
人
の
指
揮
官
」
で
、
大
型
開
発
優
先
、

府
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
路
線
を
徹
底
＝
「
大
阪
都
」
構
想

　

こ
う
し
た
古
い
破
綻
済
み
の
や
り
方
を
「
斬
新
」

に
見
せ
か
け
、
さ
ら
に
は
、
府
民
の
「
行
政
は
ム
ダ

が
多
い
」
と
い
う
批
判
を
逆
手
に
取
っ
て
進
め
る
た

め
に
、
橋
下
知
事
が
持
ち
出
し
て
き
た
の
が
大
阪
都

構
想
で
す
。

　

維
新
の
会
の
こ
の
構
想
は
、
大
阪
府
が
府
民
の
暮

ら
し
や
安
全
を
守
る
仕
事
か
ら
撤
退
し
、
こ
れ
ま
で

の
府
政
が
失
敗
を
繰
り
返
し
て
き
た
大
型
開
発
路
線

を
よ
み
が
え
ら
せ
る
と
と
も
に
、「
ワ
ン
大
阪
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
大
阪
府
と
大
阪
市
な
ど
の
財
布
と
権

限
を
一
つ
に
し
て
、
橋
下
氏
と
い
う
一
人
の
指
揮
官

の
下
で
強
引
に
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ

は
、「
大
阪
の
危
機
」を
さ
ら
に
深
め
る「
古
い
政
治
」の

推
進
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
の
福
祉
を

守
る
地
方
自
治
体
の
役
割
を
、
大
企
業
の
儲
け
の
た

め
の
機
関
に
変
質
さ
せ
て
し
ま
う
も
の
で
、
憲
法
と

地
方
自
治
法
の
精
神
に
反
す
る
危
険
な
方
向
で
す
。

　

維
新
の
会
の
「
政
策
」
で
は
、「
大
阪
の
危
機
は

深
刻
で
あ
る
」
と
し
て
、
府
内
総
生
産
や
府
民
所
得

の
減
少
、
全
国
最
高
の
生
活
保
護
率
、
高
い
失
業
率

な
ど
を
あ
げ
、
そ
の
原
因
を
政
府
の
「
全
国
一
律
の

バ
ラ
マ
キ
」
と
、「
府
市
を
初
め
様
々
な
取
り
組
み



が
バ
ラ
バ
ラ
で
」
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
求
め
て
、

い
わ
ゆ
る
大
阪
都
構
想
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
大

阪
都
構
想
は
、
東
京
都
を
モ
デ
ル
に
大
阪
府
全
体
を

「
大
阪
都
」
と
し
、
大
阪
市
を
８
～
９
区
、
堺
市
を

３
区
に
分
割
、
周
辺
９
市
を
加
え
た
20
の
特
別
区
に

再
編
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

維
新
の
会
は
、「
住
民
の
生
活
基
盤
に
関
わ
る
事

務
は
基
礎
自
治
体
が
」
と
、
府
民
サ
ー
ビ
ス
は
市
町

村
に
押
し
つ
け
、
大
阪
都
の
目
的
は
「
企
業
に
儲
け

て
も
ら
う
こ
と
」
だ
と
露
骨
に
語
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
な
政
策
は
、「
企
業
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
空

港
、
港
湾
、
高
速
道
路
、
鉄
道
の
イ
ン
フ
ラ
を
整

備
」「
法
人
税
の
減
税
、
規
制
緩
和
な
ど
を
軸
と
す

る
特
区
を
設
定
」
な
ど
、
財
界
の
要
求
そ
の
も
の
。

こ
れ
で
は
大
阪
経
済
の
再
生
も
府
民
生
活
の
安
定
も

望
め
ま
せ
ん
。

自
公
政
治
引
き
継
ぎ
民
主
党
が
進
め
る
地
方
自
治
破
壊
路
線

（
＝
地
域
主
権
改
革
）
推
進
の
突
撃
部
隊
に

　

さ
ら
に
維
新
の
会
は
「
設
立
の
趣
旨
」
の
な
か

で
、「
大
阪
か
ら
地
域
主
権
の
確
立
を
実
現
す
る
」

と
し
て
、「
来
る
べ
き
『
地
方
政
府
基
本
法
（
仮

称
）』
の
成
立
を
見
据
え
」
た
「
新
た
な
地
域
経
営

モ
デ
ル
を
実
現
す
る
」
と
主
張
し
、
橋
下
知
事
自
身

は
将
来
の
大
阪
府
（
都
）
の
解
体
と
関
西
州
設
立
へ

の
方
向
を
明
言
し
て
い
ま
す
。
知
事
を
代
表
と
す
る

維
新
の
会
が
、
１
人
区
・
２
人
区
の
拡
大
を
内
容
と

す
る
議
員
定
数
の
大
幅
削
減
を
主
張
し
、
各
議
会
の

過
半
数
確
保
を
狙
う
こ
と
も
、
地
方
自
治
の
破
壊
の

動
き
と
し
て
重
大
で
す
。

　

こ
う
し
た
方
向
は
、
日
本
共
産
党
第
２
回
中
央
委

員
会
総
会
決
定
が
明
ら
か
に
し
た
民
主
党
政
権
の

「
地
域
主
権
改
革
」
の
３
つ
の
問
題
点―

―

①
憲
法

と
地
方
自
治
法
の
精
神
を
踏
み
に
じ
り
、
国
の
社
会

保
障
な
ど
へ
の
最
低
基
準
の
保
障
責
任
を
解
体
し
、

「
住
民
福
祉
の
機
関
」
と
し
て
の
自
治
体
の
機
能
と

役
割
を
さ
ら
に
弱
め
る
も
の
、
②
道
州
制
を
視
野
に

自
治
体
の
さ
ら
な
る
広
域
化
と
改
編
に
よ
り
大
企
業

・
多
国
籍
企
業
が
活
動
し
や
す
い
条
件
を
つ
く
り
自

治
体
を
破
壊
す
る
道
、
③
「
地
方
政
府
基
本
法
」

で
、
憲
法
と
地
方
自
治
法
に
も
と
づ
く
「
二
元
代
表

制
」
を
事
実
上
否
定
し
、
地
方
議
会
を
形
骸
化
、
住

民
自
治
の
破
壊
・
縮
小
に
導
く―

―
こ
の
内
容
を
先

取
り
し
よ
う
と
す
る
き
わ
め
て
危
険
な
方
向
で
も
あ

り
ま
す
。

　

維
新
の
会
の
こ
れ
ら
の
主
張
は
、
関
西
財
界
が
長

「
改
革
者
」
ポ
ー
ズ
と
反
対
者
を
許
さ
な
い
強
権
的
な
手
法

　

こ
う
し
た
自
公
政
治
が
進
め
、
民
主
党
が
引
き
継

ぎ
、
い
ま
国
民
の
大
き
な
批
判
に
さ
ら
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
路
線
を
、
国
や
官
僚
、「
既
成
政
党
」
な

ど
と
闘
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
ポ
ー
ズ
で
進
め
る
の

が
、
橋
下
氏
の
危
険
な
手
法
で
す
。

　

た
と
え
ば
、「
大
阪
維
新
の
会
」
所
属
議
員
の
〝
処

分
〟
を
め
ぐ
っ
て
「
自
民
党
と
全
面
戦
争
に
な
る
」

と
豪
語
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
、
橋
下
知
事
の
提

案
に
自
民
党
は
１
０
０
％
賛
成
し
、
公
明
党
は
99
・

８
％
賛
成
、
民
主
党
も
96
・
１
％
と
ほ
と
ん
ど
の
議

案
に
賛
成
し
て
き
ま
し
た
。（
庁
舎
移
転
関
連
は
除

く
、
日
本
共
産
党
は
71
・
６
％
）。
激
し
い
既
成
政

党
批
判
を
口
に
す
る
橋
下
知
事
で
す
が
、
実
際
は
こ

の
よ
う
に
、
日
本
共
産
党
以
外
の
「
オ
ー
ル
与
党
」

政
治
な
の
で
す
。

　

ま
た
橋
下
府
政
は
、「
保
育
マ
マ
事
業
」
の
基
準

の
緩
和
を
求
め
る
特
区
構
想
を
国
に
申
請
し
ま
し
た

が
、
そ
の
内
容
は
、
６
畳
の
専
用
室
確
保
と
保
育
者

１
人
あ
た
り
利
用
児
３
人
ま
で
と
す
る
国
の
最
低
限

の
基
準
さ
え
取
り
払
お
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
橋

下
知
事
は
厚
生
労
働
省
の
却
下
を
激
し
く
批
判
し
ま

し
た
が
、
あ
た
か
も
国
や
霞
ヶ
関
官
僚
と
闘
っ
て
い

る
ポ
ー
ズ
で
、
実
際
は
政
府
の
地
方
自
治
破
壊
の
方

向
を
先
導
し
て
い
る
の
で
す
。

　

自
分
の
考
え
に
反
対
す
る
も
の
、
賛
成
し
な
い
も

の
に
は
「
く
そ
教
育
委
員
会
」
な
ど
乱
暴
な
悪
罵
を

⑶ �

府
民
の
願
い
に
背
を
向
け
る
「
維
新
の
会
」
と�

〝
オ
ー
ル
与
党
〟
か
、
住
民
の
立
場
貫
く�

日
本
共
産
党
か

　

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
は
、
す
で
に
激
し
い
た
た
か

い
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
維
新
の
会
は
こ
れ
ま
で

に
80
人
の
候
補
者
を
決
定
し
、
さ
ら
に
50
人
近
く
を

追
加
公
認
す
る
予
定
で
、
各
選
挙
区
の
様
相
を
一
変

さ
せ
て
い
ま
す
。
多
数
の
現
職
議
員
が
維
新
の
会
に

移
っ
て
組
織
が
く
ず
さ
れ
た
自
民
党
や
、
支
持
層
が

競
合
す
る
民
主
党
な
ど
、
公
明
党
を
含
め
た
各
党
が

支
持
基
盤
を
守
ろ
う
と
必
死
の
取
り
組
み
を
進
め
、

選
挙
戦
は
か
つ
て
な
い
厳
し
く
激
し
い
た
た
か
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
な
ど
は
「
既
成
政
党
対
橋
下
新
党
」

と
、
今
度
の
府
議
選
や
市
議
選
の
構
図
を
描
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
は
、
大
企
業
の
利
益
第

一
の
「
古
い
」
政
治
の
推
進
者
で
あ
る
自
民
、
民

主
、
公
明
、
維
新
の
会
と
、「
住
民
が
主
人
公
」
の

「
新
し
い
」
政
治
を
め
ざ
す
日
本
共
産
党
の
対
決

が
、
選
挙
戦
の
本
当
の
姿
で
す
。

　

民
主
党
幹
部
が
「
大
阪
都
構
想
は
現
実
性
が
な

い
」
な
ど
と
述
べ
、
自
民
党
は
「
維
新
の
会
を
ぶ
っ

つ
ぶ
す
」
と
叫
ぶ
な
ど
、
大
阪
の
各
政
党
も
表
面
上

は
対
決
姿
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
維
新
の

会
の
大
半
が
自
民
党
議
員
か
ら
の
移
動
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
政
治
の
中
身
で
は
維
新
の
会
と
自
民
・
公
明

・
民
主
の
「
オ
ー
ル
与
党
」
は
全
く
違
い
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
政
党
は
、
歴
代
知
事
の
も
と
で
大
型
開

発
事
業
を
推
進
し
、
今
日
の
大
阪
の
危
機
を
つ
く
っ

た
張
本
人
で
す
。
道
州
制
な
ど
に
つ
い
て
も
、「
自

民
党
大
阪
市
議
団
は
道
州
制
に
向
け
一
直
線
」、「
府

県
、
政
令
市
間
の
結
束
を
強
め
、
道
州
制
の
実
現
を

成
し
遂
げ
て
い
く
べ
き
」（
公
明
党
の
２
月
府
議
会

代
表
質
問
）
な
ど
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

党
が
、
橋
下
知
事
と
維
新
の
会
を
批
判
す
る
明
確
な

立
場
を
も
て
な
い
の
は
明
ら
か
で
す
。
府
民
の
切
実

な
願
い
に
こ
た
え
て
維
新
の
会
に
対
決
し
、
危
険
な

方
向
を
正
面
か
ら
批
判
で
き
る
の
は
日
本
共
産
党
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

投
げ
つ
け
、
強
権
的
に
進
め
よ
う
と
い
う
や
り
方
に

も
、
多
く
の
府
民
は
「
危
う
さ
」
を
感
じ
て
い
ま
す

が
、「
大
阪
都
」
構
想
と
「
維
新
の
会
」
に
よ
る
議

会
の
「
過
半
数
制
覇
」
の
狙
い
は
、
強
権
的
な
政
治

を
推
進
す
る
た
め
の
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
議
員
団
の
ぬ
き
ん
で
た
役
割
と
値
打
ち
を

広
く
知
ら
せ
、
勝
利
を
切
り
開
こ
う

　

住
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
を
守
る
立
場
を
貫
く
日
本

共
産
党
議
員
団
の
役
割
は
、
い
よ
い
よ
鮮
や
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
府
議
会
で
は
、
橋
下
知
事

と
正
面
か
ら
対
決
し
て
、
府
民
本
位
の
府
政
と
府
民

の
期
待
に
応
え
る
府
議
会
に
改
革
す
る
た
め
に
、

「
府
民
こ
そ
主
人
公
」
の
立
場
で
取
り
組
ん
で
き
た

の
が
、
日
本
共
産
党
府
会
議
員
団
で
す
。

　

「
大
阪
都
構
想
の
中
身
が
見
え
な
い
」「
住
民
サ

ー
ビ
ス
が
ど
う
な
る
の
か
の
説
明
が
な
い
」
と
の
批

判
に
対
し
て
維
新
の
会
は
、
大
阪
都
構
想
は
「
広
域

行
政
で
す
か
ら
、
住
民
の
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
に
か
か

わ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
開
き
直
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
彼
ら
が
府
民
の
切
実
な
要

求
に
対
し
て
は
、
何
も
具
体
的
な
打
開
方
向
を
示
せ

な
い
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
大
阪
市
や
堺
市
は
特
別
区
に
し
て
、
公
選

の
区
長
と
区
議
会
を
置
く
と
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま

の
24
区
の
区
役
所
が
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
東
京

都
の
例
に
な
ら
え
ば
、
市
税
収
入
は
４
割
も
減
ら
さ

れ
、
大
阪
都
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
で
は
住
民
自

治
の
強
化
は
名
ば
か
り
で
、
敬
老
パ
ス
の
廃
止
や
国

保
料
値
上
げ
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
大
幅
低
下
に

つ
な
が
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

年
に
わ
た
っ
て
掲
げ
て
き
た
大
企
業
の
利
益
を
追
求

す
る
構
想
と
一
体
の
も
の
で
す
。
橋
下
知
事
は
関
西

財
界
が
描
い
た
シ
ナ
リ
オ
を
忠
実
に
実
行
す
る
担
い

手
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

関
西
経
済
連
合
会
は
、
道
州
制
の
導
入
に
つ
い

て
、
す
で
に
１
９
５
５
年
に
第
一
次
構
想
を
発
表
し

て
以
来
、
そ
の
全
国
的
な
推
進
の
先
頭
に
立
っ
て
き

ま
し
た
。
２
府
５
県
が
参
加
し
て
年
内
に
発
足
す
る

関
西
広
域
連
合
も
、
関
経
連
な
ど
の
経
済
団
体
が
中

心
に
な
っ
て
06
年
に
発
表
し
た
「
関
西
広
域
連
合
の

あ
り
方
に
関
す
る
提
案
」
が
原
型
で
す
。
こ
こ
で
は

関
西
広
域
連
合
が
と
り
く
む
べ
き
課
題
と
し
て
国
土

形
成
計
画
へ
の
関
与
や
交
通
・
物
流
基
盤
の
形
成
な

ど
が
列
挙
さ
れ
、
財
界
代
表
が
広
域
連
合
の
運
営
に

深
く
関
わ
る
な
ど
、
ま
さ
に
大
企
業
が
活
動
し
や
す

い
条
件
づ
く
り
が
目
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
西
経
済
同
友
会
は
、
02
年
に
い
ち
早
く

「
府
市
統
合
に
よ
る
大
阪
州
」
の
設
置
を
提
言
。
大

阪
市
と
周
辺
自
治
体
の
合
併
に
よ
る
大
阪
都
の
姿
も

打
ち
出
し
、
関
空
を
軸
に
国
内
外
の
投
資
を
呼
び
込

む
構
想
を
描
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
体
ぶ
り
は
、

知
事
を
支
え
る
人
脈
に
も
現
れ
、
小
泉
政
権
以
来
の

「
構
造
改
革
」
路
線
の
推
進
者
や
、
徹
底
し
た
自
治

体
行
政
の
民
営
化
を
主
張
す
る
人
物
な
ど
が
大
阪
府

の
特
別
顧
問
に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

①
府
民
の
願
い
を
府
議
会
へ
届
け
、

　

府
民
の
運
動
と
協
力
し
て
暮
ら
し
守
る

　

日
本
共
産
党
府
議
団
は
、
暮
ら
し
の
隅
々
に
わ
た

る
住
民
の
声
や
意
見
を
議
会
で
取
り
上
げ
、
そ
の
実

現
に
力
を
尽
く
し
、
府
民
の
運
動
・
世
論
と
力
を
合

わ
せ
、
実
際
に
府
政
を
動
か
し
て
き
ま
し
た
。



②
府
政
の
歪
み
や
む
だ
づ
か
い
、
橋
下
知
事
の
〝
暴
走
〟
を

 

住
民
目
線
で
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク

　

日
本
共
産
党
は
、
知
事
と
府
政
を
住
民
の
目
線
で

厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ど
ん
な
ム
ダ
遣
い
も
許
さ

ず
、
清
潔
で
公
正
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
府
政
に
改
革
す

る
た
め
に
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。
関
空
２
期
事
業

（
１
２
０
０
億
円
）
や
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
（
約
３
０

０
０
億
円
）
の
ば
く
大
な
ム
ダ
づ
か
い
、
７
５
０
億

円
も
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
箕
面
地
域
の
大
規
模
宅

地
開
発
の
中
止
を
求
め
る
な
ど
、
不
要
不
急
の
大
型

開
発
に
反
対
し
て
き
た
の
も
、
府
議
会
の
な
か
で
日

本
共
産
党
だ
け
で
す
。

　

ま
た
、
人
権
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
部
落
解
放
同
盟
の

退
居
、
人
権
金
融
公
社
な
ど
へ
の
無
利
子
貸
付
金
の

返
済
な
ど
、
不
公
正
な
同
和
行
政
も
た
だ
し
て
き
ま

し
た
。

③
府
民
に
開
か
れ
た
議
会
改
革
の
先
頭
に

　

ま
た
、
議
会
が
本
来
の
役
割
を
発
揮
し
、
府
民
に

開
か
れ
た
議
会
に
な
る
よ
う
に
先
頭
に
立
っ
て
き
た

の
も
日
本
共
産
党
で
す
。
多
額
の
税
金
を
使
う
海
外

視
察
に
は
14
年
前
か
ら
参
加
せ
ず
、
視
察
を
中
止
さ

せ
、
政
務
調
査
費
の
全
面
公
開
や
費
用
弁
償
の
廃

止
、
経
費
縮
減
な
ど
、
府
民
に
信
頼
さ
れ
る
府
議
会

改
革
の
先
頭
に
立
っ
て
き
ま
し
た
。
議
員
報
酬
の
値

上
げ
が
、
現
在
維
新
の
会
に
所
属
す
る
議
員
ら
が
提

案
す
る
た
び
に
、
反
対
し
て
き
た
の
は
日
本
共
産
党

だ
け
で
す
。
日
本
共
産
党
は
現
在
、
議
員
報
酬
の
２

割
以
上
の
削
減
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

「
政
治
を
変
え
た
い
、
暮
ら
し
を
守
り
た
い
」
と

い
う
府
民
の
願
い
を
受
け
と
め
て
、
暮
ら
し
と
大
阪

経
済
立
て
直
し
の
方
向
を
し
め
し
、
橋
下
・
維
新
の

会
や
民
主
、
自
民
、
公
明
の
各
党
の
危
険
性
を
知
ら

せ
る
と
と
も
に
、
住
民
の
命
綱
の
役
割
を
果
た
す
日

本
共
産
党
議
員
団
の
値
打
ち
を
語
り
広
げ
て
、
い
っ

せ
い
地
方
選
挙
の
勝
利
を
切
り
開
き
ま
し
ょ
う
。

大阪維新の会の正体ハッキリ
府会議員も市会議員も元自民がズラリ
これでは「維

イ

新
シン

の会」より「保
ホ

身
シン

の会」？

　

橋
下
知
事
が
、
小
学
１
、
２
年
生
で
実
施
し
て
い

る
35
人
学
級
を
40
人
編
制
に
戻
そ
う
と
し
た
と
き
、

共
産
党
議
員
団
は
、
父
母
や
教
職
員
ら
学
校
関
係
者

と
幅
広
い
府
民
と
力
を
合
わ
せ
て
議
会
内
外
で
少
人

数
学
級
守
れ
と
奮
闘
、
継
続
さ
せ
ま
し
た
。
子
ど
も

の
医
療
費
助
成
制
度
な
ど
、
福
祉
４
医
療
費
助
成
制

度
の
自
己
負
担
引
き
上
げ
（
１
回
５
０
０
円
を
８
０

０
円
に
）
が
検
討
さ
れ
た
と
き
に
も
、
党
議
員
団
は

反
対
の
論
戦
を
す
す
め
、
医
師
会
、
障
害
者
団
体
な

ど
多
く
の
団
体
も
立
ち
上
が
り
、
現
行
制
度
を
守
り

抜
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
議
会
で
知
的
障
が
い
支
援
学
校
新
設
を

提
起
し
、
こ
の
４
月
か
ら
４
分
校
が
開
校
（
２
０
１

３
年
ま
で
に
新
校
整
備
に
着
手
）
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
多
す
ぎ
る
水
利
用
計
画
を
３
回
に
わ
た
っ
て

引
き
下
げ
さ
せ
、
府
営
水
道
料
金
の
値
下
げ
を
実

現
。
今
年
５
月
に
全
会
派
の
共
同
提
案
で
制
定
さ
れ

た
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
も
、
党
議
員
団
が
府
議

会
の
た
び
に
要
求
し
て
、
よ
う
や
く
実
現
し
た
も
の

で
す
。

大阪府会
大阪市西区 横倉　廉幸 自民党→維新の会
大阪市港区 三田　勝久 自民党→維新の会
大阪市平野区 岩木　　均 自民党→維新の会
大阪市住吉区 中野　雅司 自民党→維新の会
大阪市住之江区 東　　　徹 自民党→維新の会
大阪市北区 久谷　真敬 自民党→維新の会
大阪市城東区 浅田　　均 自民党→維新の会
大阪市此花区 尾田　一郎 自民党→維新の会
堺市中区 西　　恵司 自民党→維新の会
吹田市 井上　哲也 自民党→維新の会
摂津市 阿部　賞久 自民党→維新の会
茨木市 松本　利明 自民党→維新の会
箕面・豊能郡 上島　一彦 自民党→維新の会
守口市 西田　　薫 自民党→維新の会
門真市 宮本　一孝 自民党→維新の会

東大阪市 西野　弘一 自民党→維新の会
青野　剛暁 自民党→維新の会

八尾市 松井　一郎 自民党→維新の会
柏原市 中野　隆司 民主党→維新の会
松原市 浦野　靖人 自民党→維新の会
富田林・南河内郡 鈴木　　憲 自民党→維新の会
河内長野市 西野　修平 自民党→維新の会
大阪狭山市 古川　照人 諸　派→維新の会
高石市 奥田　康司 自民党→維新の会
和泉市 森　　和臣 民主党→維新の会
泉大津市・忠岡町 大橋　一巧 自民党→維新の会
岸和田市 永野　孝男 自民党→維新の会
貝塚市 今井　　豊 自民党→維新の会
阪南市 土井　達也 諸　派→維新の会

大阪市会
生野区 木下　　誠 自民党→維新の会

角谷　庄一 補選で当選
天王寺区 福島　真治 自民党→維新の会
西区 東　　貴之 自民党→維新の会
港区 井上　英孝 自民党→維新の会
浪速区 富岡　朋治 自民党→維新の会
東住吉区 坂井　良和 自民党→維新の会
西成区 辻　　淳子 自民党→維新の会
北区 美延　映夫 自民党→維新の会
福島区 広田かずみ 補選で当選
鶴見区 徳村　　聡 自民党→維新の会
此花区 大内　啓治 自民党→維新の会
淀川区 山下　昌彦 自民党→維新の会

知事の資格が問われる異常な態度・発言

2010年度予算だけでも500億円以上
　ダム建設� 82億円

　阪神高速大和川線� 235億円

　国際文化公園都市� 20億円

　関空二期事業� 23億円

　WTC購入� 117億円

　水と緑の健康都市� 31億円

●�国際児童文学館利用者の盗撮を指示
（2008年８月）
●�「私学助成を削らないで！」という
高校生の訴えに「行政が責任を持つ
のは中学校まで。日本は自己責任の
国、イヤなら出ていくしかない」と
発言（2008年８月10日）
●�全国学力テストの結果に対して「こ
のザマは何だ！」「クソ教育委員
会！」などと暴言（2008年９月）
●�府議会で米軍基地の撤去を求めた府
議会議員の質問に「核武装論者だ」

と言いがかりの答弁（2009年12月）
●�大阪について「こんな猥雑な街、い
やらしい街はない。風俗街やホテル
街、全部引き受ける」（2009年９月
10日、企業経営者への講演）

●�「ちっちゃいころからギャンブル
を」（2010年10月、ギャンブリング
・ゲーミング学会総会）

●�「米軍基地の受け入れを関西は検討
しなければならない」（2010年５
月、全国知事会）

「財政非常事態」といいながら、
ムダな開発は継続・推進　橋下府政

堺　　市
区割 合併区・名

１
堺　　区
西　　区

２
北　　区
東　　区
美�原�区

３
中　　区
南　　区

便
利
な
区
役
所
が
な
く
な
る
！
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下
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事
の

大
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市
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市
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っ
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し
計
画
案

さらに「関空へのアクセス（交通手段）
強化」と、２兆円超えるプロジェクト計
画
　なにわ筋線� 3000億円～4000億円

　関空リニア� 国試算１兆5000億円

� 府試算　　4900億円

　高速道路淀川左岸線の延伸　3500億円

大�阪�市　　
区割 合併区・名

１
東淀川区
淀�川�区

２

福�島�区
此�花�区
港　　区
西淀川区

３
大�正�区
阿倍野区
西�成�区

４
住之江区
住�吉�区

５

中�央�区
西　　区
浪�速�区
天王寺区

６
北　　区
都�島�区
旭　　区

７
城�東�区
鶴�見�区

８
東�成�区
生�野�区

９
東住吉区
平�野�区


